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掲載記事は2月29日時点の情報です。

●区民の安全と安心を守る
　本年1月1日に発生した能登半島地震で犠牲になられた
方々に深く哀悼の意を表するとともに、被災された方々に心
よりお見舞い申し上げます。
　品川区では、直ちに「被災地支援本部」を立ち上げ、義援金
の募集や救援物資の搬送、職員派遣や被災者の公営住宅への
受け入れなどを行っています。今後も区民の皆様のご協力の
もと、全力で被災地への支援に取り組んでまいります。
　また、今般の能登半島地震は、私たちに多くの教訓と課題
を突き付けました。首都直下地震のリスクが現実のものとし
て危惧される中、強い危機意識をもって、実効性のある防災
対策を進めてまいります。

●令和6年度　区政運営の基本方針
　「自らの生活に満足しているか」を問う世界幸福度調査に
よると、日本の幸福度は世界47位と依然として低い状況に
あります。指標のひとつである「一人当たりのGDP」などは
相対的に高い水準にあるものの、「人生の選択の自由度」や

「寛容さ」といった指標が幸福度を押し下げています。　

　誰もが生きづらさを感じたり、選択を阻まれたりすること
なく、自分の望むように生き、幸せを感じることができる社
会。人がつながり、支え合うことができるやさしく寛容な社
会。そうした社会をつくるために、人々の抱える不安を少し
でも取り除き、未来に希望が持てる政策を打ち出していくこ
とこそが行政の責任であると考えます。
　人々の不安や不満などの「不」の解消をすること。多様な
ニーズに応じた多様な選択肢を提示すること。それによって
区民のウェルビーイングを実現したい。
　「幸福（しあわせ）」を予算に。
　そうした理念のもと、今般、「ウェルビーイング予算」を編
成いたしました。

「誰もが生きがいを感じ、「誰もが生きがいを感じ、
自分らしく暮らしていける品川」の実現に向けて、自分らしく暮らしていける品川」の実現に向けて、

「区民の幸福「区民の幸福（しあわせ）（しあわせ）」」
すなわちウェルビーイングの観点から、

新時代のしながわを果敢に牽
け ん い ん

引する予算を編成
第1回区議会定例会は2月20日に開会し、令和6年度の一般会計予算案や各種議案を審議しています。

開会にあたり、森澤区長は、区政運営の基本方針と施策について所信を表明しました。

未来に希望の持てる
サステナブルな
社会をつくる

社会全体で子どもと
子育てを支える

生きづらさをなくし
住み続けられる

やさしい社会をつくる
安全・安心を守る

区 長 施 政 方 針

1 2 3 4

〇予算案として編成した主な項目については、２・３ページで紹介しています。
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令和6年度施政方針
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　今年度、中長期的な視点から施策の不断の検証・見直しやアップデートを図るため、区政の全665事業について「事務事業評価」を行
い、無駄の削減などにより、「一般会計予算の1％・20億円」の財源を捻出しました。
　この事務事業評価によって捻出された果実を「区民の幸福（しあわせ）」につながる事業に振り向けるため、令和5年8月に実施した全区
民アンケート*の調査結果を分析し、区民が「自分らしく幸せに暮らしていくために重要だと考える」優先度の高い政策課題を「安全・安心を
守る」、「社会全体で子どもと子育てを支える」、「生きづらさをなくし住み続けられるやさしい社会をつくる」、「未来に希望の持てるサステ
ナブルな社会をつくる」の4つの領域に整理し、真に「区民の幸福（しあわせ）」に資する施策へ大胆かつ戦略的に予算を配分しました。

　区民生活の不安に直結する自然
災害や頻発する高齢者などを狙っ
た凶悪犯罪などから区民の命と生
活を守るため、防災、防犯、感染症対
策などの重点的な強化を図ります。

　高齢者や障害のある方など誰もが
自分らしく生き生きと暮らすことが
できるやさしく寛容な社会を構築す
るため、それぞれの人が抱える「不
安」や「生きづらさ」を解消する取り
組みを推進します。

　未来の世代が希望の持てる持続可
能な社会の構築は、今を生きる私た
ちの使命であり、「経済」「環境」「社
会」の視点から区民や多様な主体と
行政が協働し、サステナブルなまち
づくりを進めていきます。

　義務教育にかかる経済的負担の
軽減を図る観点から、授業で使う
学用品に対し、都内初となる所得
制限のない完全無償化を実施する
など、「子育て・教育で選ばれるし
ながわ」に向けた政策を加速させ、
安心して子どもを産み育てられる
社会の実現を目指します。

「安全・安心を守る」

「生きづらさをなくし住み続けられるやさしい社会をつくる」

「未来に希望の持てるサステナブルな社会をつくる」

「社会全体で子どもと子育てを支える」

　こうした新たな政策を力強く推し進めるべく、令和６年度予算は、「『区民の
幸福（しあわせ）』すなわちウェルビーイングの観点から、新時代のしながわを
果敢に牽

けんいん

引する予算」として、未来を見据えた積極予算といたしました。これま
で築き上げてきた財政基盤を維持しつつ、「攻め」と「守り」のバランスを図り、
強固で弾力的な財政運営を行い、必要な事業に大胆かつ重点的に配分を行う
戦略的な予算編成を行いました。
　2019年、世界初のウェルビーイング予算を編成したニュージーランドのアー
ダーン前首相は、「思いやり、共感、幸福という視点のもと、未来を見据えた抜

本的な取り組みが重要」と世界に向けて発信しました。こうしたウェルビーイン
グに対する思いは、まさに、私の区政運営の目指すところでもあります。
　先行き不透明な時代にあるからこそ、一人ひとりが生きがいを感じ自分らし
く生きていける、人としての幸せを実感できる、そんな未来をつくりたい。
　「誰もが生きがいを感じ、自分らしく暮らしていける品川」の実現に向け、全
力で区政の舵

かじ

取りをしてまいります。希望の持てる社会を、未来を、共につくっ
てまいりましょう。

◉	 新規 携帯トイレを1人20個、防災ハン
ドブックとあわせて全区民に無償配布

500,000千円

◉	 新規 ひとり暮らしの65歳以上高齢者
や障害者を見守る救急安否確認サービス
を無償提供（所得制限なし）

56,503千円

◉	 新規 個人住宅の防犯カメラ、録画機能
付きドアホンの設置費用助成

5,030千円

◉	 拡充 障害児の補装具・日常生活用具等
の購入費助成の所得制限を撤廃

8,330千円

◉ 新規 区立学校学用品（書道用具・絵の具
など）の無償化（所得制限なし）

549,400千円

◉	 拡充 製品プラスチックの資源回収を区
内全域で本格実施 410,506千円

◉ 新規 品川区立児童相談所を10月に
開設 878,418千円

◉	 新規 しながわシティラン2025開催
（令和7年3月） 79,681千円

◉	 新規 コンビニエンスストア90カ所に
AEDを設置（区有施設とあわせ308カ
所380台に拡大） 16,178千円

◉	 拡充 いじめ防止・対策強化に向けた区長
部局への新組織設置、不登校支援として多
様な学びの場を提供 142,616千円

◉ 新規 ＨＰＶワクチン予防接種　男性へ
の助成を開始 19,224千円

◉	 新規 天王洲、東京湾コースなど3コー
スで舟運の通年実施など

41,390千円

◉	 新規 マンションのエレベーター閉じ込
め対策として「防災チェア」無償提供

45,000千円

◉	 新規 介護を担う人材の定着を図る観点
から、区独自の手当を創設

542,400千円

◉	 拡充 65歳以上のインフルエンザ予防
接種を無償化 263,467千円

◉	 新規 「あたまの元気度チェック」を50
歳以上に引き下げるなど認知症の早期発
見の取り組みを促進 17,780千円

◉	 拡充 未就園児の定期預かり事業実施の
大幅拡充 164,724千円

◉	 新規 マイボトル給水スポット設置助成
で大幅増設へ 289千円

◉	 拡充 木造住宅の耐震診断費用の
全額助成等 352,450千円

◉	 拡充 高齢者補聴器購入費助成の
所得制限を撤廃 28,970千円

◉	 拡充 産後ケア事業　希望者すべてを対
象に利用回数と対象月齢を拡充

115,150千円

◉	 新規 中小企業の販路拡大、人材スキル
アップを支援など 185,511千円

◉ 新規 不妊治療の自己負担額に対する区
独自助成、不妊・不育等相談事業を開始

52,812千円

◉	 新規 町会・自治会の地域力向上へ向けた
新たな補助制度の創設 3,500千円

◉	 拡充 プレミアム付区内共通商品券の発行・キャッシュレス決済ポイント還元事業など、切れ目のない経済
対策で地域のにぎわいと活性化を推進　※令和５年度補正予算を含む（春季分）。 908,371千円

「幸福（しあわせ）」を予算に
ウェルビーイング予算の編成

6年度当初予算案の概要

＊区民アンケートの概要は、4ページをご覧ください。

一般会計
2,036億5,600万円

（2.4％増）

国民健康保険事業会計
365億9,188万6千円

（1.0％増）

後期高齢者医療特別会計
107億9,335万9千円

（6.3％増）

介護保険特別会計
282億3,867万2千円

（1.7％増）

災害復旧特別会計
15億円

（前年同額）

6年度当初予算案の財政規模（前年度比） 

　6年度予算は、防災、防犯や感染症対策、子育ての負担軽減、高齢者・障害者福祉の充実などを中心に、「区民の幸福（しあわせ）」すなわちウェルビー
イングの観点から予算を編成しました。一般会計予算は前年度比プラス2.4％で、過去最大の2,036億5,600万円となる積極予算としました。

特別区税　
539億5,100万円

特別区債  14億円 議会費  8億4,051万円
その他  92億6,013万9千円 予備費  3億円

特別区交付金　
438億円

繰入金　
156億6,817万9千円

総務費　
249億3,065万5千円

土木費　
283億7,438万8千円 民生費

1,042億1,304万3千円

教育費　
236億5,083万6千円

衛生費　
159億3,907万2千円

都支出金　
188億1,673万7千円

地方消費税交付金　
110億円

国庫支出金　
339億4,294万6千円

使用料及び手数料　
45億9,428万3千円 産業経済費　

41億9,605万円
諸収入　
92億2,063万円

公債費  12億1,144万6千円分担金及び負担金  20億208万6千円

一般会計
歳入

2,036億
5,600万円

一般会計
歳出

2,036億
5,600万円

一般会計の歳出を1,000円にたとえると

お わ り に

保育園運営、高齢者や障害のある
方などの福祉の充実のために
⃝保育園運営・支援
⃝高齢者・障害者福祉施設整備
⃝生活保護費
⃝高齢者の健康増進 など

道路・公園などのまちづくりや
防災のために
⃝道路・公園整備
⃝不燃化特区支援
⃝住宅・建築物耐震化支援
⃝災害対策 など

文化観光・スポーツや
生活安全のために
⃝町会・自治会の活動支援
⃝都市型観光の推進
⃝品川区民芸術祭 など

学校教育や図書館などの
運営のために
⃝一貫教育の推進
⃝学校ICT活用
⃝学校改築
⃝学校給食の無償化 など

保健衛生や環境対策のために
⃝各種がん検診、予防接種
⃝ごみ収集、資源リサイクル
⃝環境学習交流施設管理 など

地域産業活性化のために
⃝中小企業・商店街活性化支援
⃝中小企業事業資金融資あっせん
⃝スタートアップ・創業支援 など

公共施設の整備などを目的に
借り入れたお金を返すために
⃝学校施設整備費などの償還 など

区議会の運営のために

主な事業

主な事業

主な事業

主な事業

民生費

衛生費

土木費

産業
経済費

総務費

公債費

教育費

議会費

予備費

512円 139円 122円 116円

78円 21円 6円 4円

2円

問い合わせ 財政課（☎5742－6610 Fax5742－6870）
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4
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　区では「誰もが生きがいを感じ、自分らしく暮らしていける品川」の実現に
向けて、区民の皆さんを対象にしたアンケートを実施しました。回答にご協力
いただきありがとうございました。アンケートの結果は今後の区政運営に活用
していきます。
　詳しい調査の結果は、区ホームページや区政資料コーナー（第三庁舎3
階）、地域センター、図書館、広報広聴課（本庁舎5階）の窓口で閲覧できます。

子どもの目線や意見を大切にする区政
を推進するため、児童・生徒向けにアン
ケートを実施しました。

品川区民アンケート品川区民アンケートの概要をお知らせします
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●調査の概要
調査期間 5年8月1日～9月20日

調査対象
中学生を除く15歳以上の区民
358,035人

（対象世帯230,931世帯）

有効回答数 87,086人
（有効回答率24.3％）

※回答比率は小数第2位を四捨五入しているため、
合計しても100％にならない場合があります。

●調査の概要
調査期間 5年9月6日～19日

調査対象 1～9年生の児童・生徒
22,895人

有効回答数 12,649人
（有効回答率55.2％）

※回答比率は小数第2位を四捨五入しているため、
合計しても100％にならない場合があります。

●幸福実感度 ●自分らしく幸せに暮らしていくために、
　特に重要だと考えること（上位8項目）

●生活や暮らしの中で、どの程度影響を受けているか ●新飛行ルートから見た地区別の影響を受けている割合（各26地区）

●幸福実感度

※「影響を受けている」「やや影響を受けている」と回答した方の地区別の割合。

●具体的な影響

区ホームページ
はこちらから

幸福実感度および重要度

羽田空港の新飛行ルートに関すること

区立小・中・義務教育学校の児童・生徒向け児童・生徒向けにアンケートを実施しました

幸せだと
感じている

37.8％

影響を
受けている

20.9％

やや影響を
受けている

23.6％
どちらともいえない
11.7％

やや幸せだと
感じている

40.4％

あまり影響を
受けていない
21.2％

影響を受けていない
17.2％

無回答　5.4％

あまり幸せだと感じていない　3.0％

どちらともいえない　9.4％

どちらとも
いえない
12.8％

あまり幸せだと
感じていない
5.7％

幸せだと感じていない　2.4％ 無回答　0.9％

騒音
振動

機影の圧迫感
電波障害

景観の悪化
落下物など安全性への不安

情報不足による不安
資産価値下落への不安

その他
無回答

88.9％

100（％）806040200

13.0％
37.6％

6.7％
10.1％

61.8％
15.4％

25.1％
4.3％

0.2％

60％以上～70％未満
50％以上～60％未満
40％以上～50％未満
30％以上～40％未満
20％以上～30％未満
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18歳（高校生）までを対象とした講座・スポーツや、
子育てに関する情報です。

4月1日から有効な医療証をお送りします
4月から小学生になるお子さんには「子ども医療証」を、
高校生等になるお子さんには「高校生等医療証（マル青
の医療証）」を3月中旬にお送りします。
●子ども医療証
人 区内に住民登録がある15歳（中学3年生）以下のお子
さん
●高校生等医療証（マル青の医療証）
人 区内に住民登録がある平成18年4月2日～平成21年4
月1日生まれの高校生等
※医療費助成の資格は申請した日から。
医療証をお持ちでない方へ／／医療証の交付には申請が
必要です。申請の際は、お子さんの「健康保険証」と来庁
者の「本人確認書類」をお持ちください。
問 子育て応援課手当医療助成担当

（本庁舎7階☎5742－9174 Fax5742－6387）

児童手当のお知らせ
現在、児童手当を受給している方で、次にあてはまる場
合は手続きが必要です。
●3月末日で公務員を退職する方・独立行政法人や団体
などに出向して公務員でなくなる方
引き続き児童手当の受給を希望する場合は、品川区に申
請が必要です。
※退職・出向した同月内に申請が必要です。
※月末に退職した方は退職日の翌日から15日以内に申
請すると、退職月の翌月分から支給されます。
●4月1日から公務員になる方
勤務先に申請してください。独立行政法人や団体などに
出向していた方が公務員になる場合も4月末日までに申
請が必要です。
※「児童手当消滅届」を区へ提出してください。詳しく
はお問い合わせください。
問 子育て応援課手当医療助成担当

（本庁舎7階☎5742－6721 Fax5742－6387）

お知らせ

ひとり親家庭「新入学お祝い会」
日 4月21日㈰午後2時～3時
※受け付けは午後1時30分から。
場 荏原第五区民集会所（二葉1－1－2）
人 ひとり親家庭で、小学校・中学校・義務教育学校・高
校の新1年生と親・兄弟姉妹　※記念品あり。
主催／／品川区ひとり親家庭福祉協議会
申 問 4月8日㈪までに、電話で子育て応援課ひとり親相
談係（☎5742－6589 Fax5742－6387）へ

催　し

小児平日夜間／／午後8時～午後11時（受付は午後10時30分で終了）
月～金曜日

（祝・休日除く）
小 品川区こども夜間救急室	 旗の台1－5－8	 ☎3784－8181

※外傷は対応できません	 昭和大学病院中央棟4階
休日昼間・夜間／／午前9時～午後10時（受付は午後9時で終了）

3月17日㈰
3月20日㈷

内 小
内 小
薬
薬

品川区医師会休日診療所 予約制	北品川3－7－25	 ☎3450－7650
荏原医師会休日診療所 予約制	 中延2－6－5	 ☎3783－2355
会営薬局しながわ	 北品川3－11－16	 ☎3471－2383
会営薬局えばら	 中延1－7－12	 ☎6426－7730

休日昼間／／午前9時～午後5時（受付は午後4時30分で終了）

3月17日㈰

内 小

歯
歯
骨
骨

石井診療所	 南大井4－5－6	 ☎3761－5477
ロイヤル歯科医院	 南大井5－17－4	 ☎3768－0733
蛇窪歯科	 二葉2－4－2	 ☎3781－1370
篠原接骨院	 西大井2－4－19	 ☎3775－2407
上条接骨院	 二葉2－8－9	 ☎3786－7949

3月20日㈷

内 小

歯
歯
骨
骨

浅野医院	 大井6－21－5	 ☎3771－2692
サトウ歯科医院	 南大井5－23－8	 ☎3763－4466
皆川歯科医院	 二葉1－12－10	 ☎5702－5888
スズキ整骨院	 南大井4－9－21	 ☎3763－3816
工藤総合接骨院	 小山4－7－2	 ☎3785－7844

土曜日夜間／／午後5時～午後10時（受付は午後9時で終了）

3月16日㈯
内 小
薬

品川区医師会休日診療所 予約制	北品川3－7－25	 ☎3450－7650
会営薬局しながわ	 北品川3－11－16	 ☎3471－2383

行く前に必ず電話連絡を。健康保険証を忘れずに！
内 内科 小 小児科 歯 歯科 骨 接骨 薬 薬局

※重病の方は119番をご利用ください。 ※受付時間にご注意ください。

応急診療所

ひきこもり家族学習会
日 4月18日㈭午後2時～4時
内 家族システムと行き渋り・不登校・ひ
きこもり
人 家族などの不登校・ひきこもりでお困
りの方20人
場 申 問 電話で、大井保健センター☎
3772－2666へ

二人で子育て（両親学級）
会場 日時

品川保健
センター 5/19㈰ 　9:30～12:30　13:30～16:30
荏原保健
センター 5/25㈯ 　9:30～12:30　13:30～16:30

内 もく浴実習、妊婦体験、講義「赤ちゃ
んとの生活」ほか
人 区内在住で、初めての出産を控えた妊
娠22週以降のカップル各24組（選考）
申 4月10日㈬（必着）までに、往復はがき
に「二人で子育て」とし、希望日時（第3
希望まで）、2人の住所・氏名・電話番号・
Ｅメールアドレス、出産予定日をポピン
ズプロフェッショナル品川区二人で子育
て担当（〠150－0012渋谷区広尾5－6
－6広尾プラザ6階）へ　
※区ホームページから申し込みもでき
ます。
問 各保健センター

キ
リ
ト
リ
線

キリトリ線

●	大井保健センター　
	 〠140－0014 大井2－27－20
	 ☎3772－2666  Fax3772－2570

●	品川保健センター　
	 〠140－0001 北品川3－11－22
	 ☎3474－2225  Fax3474－2034

●	荏原保健センター　
	 〠141－0031 西五反田6−6−6
	 ☎5487－1311  Fax5487－1320

仮移転先

お子さんの急な病気に困ったら
●小児救急電話相談　☎＃8000　IP電話などは☎5285－8898
　月〜金曜日／／午後6時〜翌日午前8時　土・日曜日、祝日、年末年始／／午前8時〜翌日午前8時

医療機関の24時間案内
●東京都医療機関案内サービス（ひまわり）
　☎5272－0303 Fax5285－8080

●救急相談センター（救急車を呼ぶのを迷ったら）
　☎＃7119　IP電話などは☎3212－2323

眼科応急診療
日曜日、祝日＝午前9時〜翌日午前8時
月〜金曜日＝午後5時〜翌日午前8時
土曜日＝正午〜翌日午前8時
※緊急手術や重症患者対応時は、お待ち
いただくか他院を紹介する場合があり
ます。

日・月・水・
土曜日、祝日

東邦大学医療センター大森病院
大田区大森西6−11−1  ☎3762−4151

日・火・金・
土曜日、祝日

昭和大学病院附属東病院
西中延2−14−19  ☎3784−8383

木曜日
（祝日を含む）

荏原病院
大田区東雪谷4−5−10  ☎5734−8000

かかりつけ医等を紹介します
地区ごとの担当窓口へお問い合わせください（土・日曜日、祝日を除く）。
●品川地区（大崎・五反田・品川・大井・広町・勝島・八潮）
　医科／／品川区医師会☎・Fax3450－6676
　歯科／／品川歯科医師会（☎3492－2535 Fax3493－5056）
　薬局／／品川区薬剤師会品川支部（☎5715－8290 Fax5715－8291）
●荏原地区（戸越・豊町・二葉・平塚・中延・小山台・小山・荏原・旗の台）
　医科／／荏原医師会☎・Fax5749－3088
　歯科／／荏原歯科医師会（☎3785－4129 Fax3783－1948）
　薬局／／品川区薬剤師会荏原支部（☎6909－7111 Fax3785－2175）

問い合わせ  健康課庶務係（☎5742−6744 Fax5742－6883）

医科、歯科＊：  9:00〜17:00
薬局＊：10:00〜16:00

＊12:00 〜13:00を除く。

新型コロナウイルス感染症新型コロナウイルス感染症に関するに関する
相談窓口のご案内相談窓口のご案内

●東京都新型コロナ相談センター　 0120－670－440
受付時間／／24時間（土・日曜日、祝日を含む毎日開設）
●品川区新型コロナウイルス感染症相談ダイヤル（3月29日で終了）　
☎5742－9108 Fax5742－9158
受付時間／／午前9時～午後5時（土・日曜日、祝日を除く）
　※4月1日㈪から問い合わせ窓口が変わります。
保健予防課感染症保健担当（☎5742－7836 Fax5742－9158）

※4月1日㈪以降の問い合わせ窓口は、保健予
防課予防接種担当（本庁舎7階☎︎5742－9152 
Fax5742－6013）になります。

新型コロナウイルス感染症について

●保健予防課新型コロナウイルス予防接種担当
☎5742－7846 Fax5742－6012
受付時間／／午前8時30分～午後5時15分（土・日曜日、祝日を除く）

新型コロナウイルスワクチン接種について

詳しくは
区ホームページ
をご覧ください

キリトリ線

カラス・外来種（アライグマ・ハクビシン）
総合窓口にご相談ください

総合窓口電話
3777－1157

◦�カラスの巣や落下したヒナが原因で威嚇や攻撃などを受けお困りの場合
◦�アライグマやハクビシンが家屋内に棲

す
みつくなどの被害が発生している場合

※外来種の目撃情報や動物に関するご相談もお待ちしています。

問い合わせ 環境課指導調査係（☎5742－6751 Fax5742－6853）
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◇「脳力アップ元気教室」～1期参加者募集～
●学習コース
読み書き・計算を中心とした学習と脳活性化エクササイズなどの軽い体
操を組み合わせて行い、認知機能の低下を予防します。

日時（全20回） 会場 定員
5月7日～9月17日の火曜日
①10:00～11:30 ②10:30～12:00

いきいきラボ関ヶ原
（東大井6－11－11） 各6人

5月7日～9月17日の火曜日
③10:00～11:30 ④10:30～12:00

荏原いきいき倶
く ら ぶ

楽部
（荏原6－2－8） 各8人

5月1日～9月25日の水曜日
⑤10:00～11:30 ⑥10:30～12:00

品川第一区民集会所
（北品川3－11－16） 各10人

5月10日～9月20日の金曜日
⑦10:00～11:30 ⑧10:30～12:00

山中いきいき広場
（大井3－7－19） 各8人

●eスポーツコース
簡単な操作で楽しめるコンピューターゲームで脳を活性化させるとと
もに、対戦などによる参加者同士の交流を行います。

日時（全10回） 会場 定員
⑭4月8日～6月24日の月曜日
10:00～11:30

平塚橋ゆうゆうプラザ
（西中延1－2－8）

各24人⑮4月19日～6月28日の金曜日
10:00～11:30

東品川ゆうゆうプラザ
（東品川3－32－10）

⑯4月24日～6月26日の水曜日
10:00～11:30

大井第二区民集会所
（大井2－27－20）

●運動コース
認知機能の低下防止に役立つ講話や有酸素運動などを行い、自宅での運
動習慣を身につけます。

日時（全10回） 会場 定員
⑩4月19日～6月28日の金曜日
10:00～11:30

荏原いきいき倶楽部
（荏原6－2－8）

各24人

⑪4月25日～6月27日の木曜日
14:00～15:30

こみゅにてぃぷらざ八潮
（八潮5－9－11）

⑫4月18日～6月20日の木曜日
10:00～11:30

大崎第一区民集会所
（西五反田3－6－3）

⑬4月24日～6月26日の水曜日
14:00～15:30

関ヶ原シルバーセンター
（東大井6－11－11）

●工作コース
創作活動やグループワークを中心とした文化活動を行い、他者との交流
を通じて継続的な社会参加をめざします。

日時（全10回） 会場 定員
⑨4月23日～6月25日の火曜日
14:00～15:30

大崎ゆうゆうプラザ
（大崎2－7－13） 24人

65歳以上の方を対象としたお知らせや講座などの情報です。

人 区内に住民登録があり、自分で会場への往復ができる65歳以上
の方（先着）
￥ 学習コース＝各月2,400円（教材費）
工作・運動・eスポーツコース＝各2,000円

共
通

申 問 3月22日㈮までに、電話かFAXで、教室名、希望番号（各コース1つ
ずつ選択可）、住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号を高齢者地域支援
課認知症サポート係（☎5742－6802 Fax5742－6882）へ
※定員数や開始時間、実施時間、内容などを変更する場合があります。

お知らせ

3月16日㈯おもちゃの病院は
お休みです
問 消費者センター

（☎6421－6136 Fax6421－6132）

第4回庁舎跡地等活用検討委員会
日 3月28日㈭午後2時～4時
場 区役所災害対策本部室（第二庁舎4階）
内 庁舎跡地等活用検討に向けた区民ア
ンケートの実施結果、庁舎跡地等活用の
基本的考え方、想定される導入機能や導
入手法の整理など
傍聴人数／／15人（先着）
傍聴方法・問 ／／当日、午後1時から新庁
舎整備課（第三庁舎5階☎5742－7879 
Fax5742－7143）で傍聴券を交付

品川区新総合庁舎都市計画概要
説明会
日 ①4月12日㈮午後7時から
②4月13日㈯午前10時30分から
※受け付けは各回30分前から。
※内容は各回同じです。
人 190人（先着）
※手話通訳あり。
場 参 当日、直接区役所講堂（第三庁舎6
階）へ
問 新庁舎整備課新庁舎整備担当

（☎5742－7801 Fax5742－7143）

消費者特別相談
「若者トラブル110番」
消費トラブルで悩んでいませんか。一人
で悩まずご相談ください。
日 3月11日㈪・12日㈫午前9時～午後4時
場 申 問 来所前に電話で、消費者センター

（西品川1－28－3☎6421－6137 
Fax6421－6132）へ　※電話相談も可。

住まいの施工業者を紹介します
住宅のリフォームや増改築、家具転倒防
止器具の取り付けなどの工事をする方
に、区内の建設組合4団体で構成される

「品川区住宅センター協議会」を通じて、
地元の施工業者を紹介します。相談受付
から3～4日後に、工事を担当する業者か
ら直接連絡があります。工事内容や金額
などについてご相談ください。
問 住宅課住宅運営担当

（☎5742－6776 Fax5742－6963）

品川介護福祉専門学校（昼間2年制）
3月のオープンキャンパス
日 3月28日㈭午後2時～4時
内 学校紹介（授業内容など）、体験授業

（車いす操作）、校内見学、個別相談など
人 介護福祉士の仕事に興味がある方
※保護者も参加できます。
場 申 問 ホームページの応募フォームか
電話で、品川介護福祉専門学校（西品川1
－28－3☎5498－6364 Fax5498－
6367 HP www.shinasha-kyoiku.or.jp 
/kaigo/opencampus/）へ
※当日参加もできます。

シルバー人材センター女性会員募集
保育補助や施設管理など、資格がなくて
も活躍できる場がたくさんあります。そ
のほかにも様々な仕事がありますので、
まずはお問い合わせください。
年会費／／2,500円
●入会説明会を開催します（予約制）
日 3月22日㈮午後3時から
人 区内在住で、健康で働く意欲のある
60歳以上の方10人（先着）
※男性も参加可。
場 申 問 電話で、シルバー人材センター

（北品川3－11－16☎3450－0711 
Fax3471－6187）へ

「無許可」の回収業者を
利用しないでください
廃家電や粗大ごみなどの処分に無許可の
回収業者を利用したことにより、回収され
た廃棄物が不法投棄や不適正処理された
り、高額な処理料金を請求されたりするこ
とがあります。詳しくは環境省ホームペー
ジ HP www.env.go.jp/recycle/kaden 
/tv-recycle/qa.htmlをご覧ください。
問 品川区清掃事務所事業係

（☎3490－7051 Fax3490－7041）

催　し

交通安全区民のつどい
春の全国交通安全運動の実施に伴い、交
通安全区民のつどいを開催します。
日 4月10日㈬午後1時～3時30分
場 きゅりあん（大井町駅前）
内 式典、交通安全教室、警視庁音楽隊に
よる演奏など
主催／／品川・大井・大崎・荏原警察署、各
交通安全協会
※入場には、事前に交付する整理券が必
要です。詳しくは最寄りの警察署へお問
い合わせください。
問 品川警察署☎3450－0110
大井警察署☎3778－0110
大崎警察署☎3494－0110
荏原警察署☎3781－0110
土木管理課交通安全係

（☎5742－6615 Fax5742－6887）

品川＆山北「水と緑のふれあい交流」
第51回やまきた桜まつり
日 3月25日㈪～4月8日㈪
内 農産物・特産品などの販売、ソーラン
山北よさこいフェスティバル、D52（機
関車）運行ほか
場 参 当日、直接山北鉄道公園（神奈川県
山北駅前）へ
問 やまきた桜まつり実行委員会事務局
☎0465－75－3646、総務課自治体連携
担当（☎5742－6856 Fax3774－6356）

講座・講演

空き家セミナー＆個別相談会
日 3月30日㈯午後2時～4時30分
場 きゅりあん（大井町駅前）
内 ①セミナー「空き家対策と土地活用方
法」②セミナー「伝統構法を活

い

かしたリ
フォーム」③セミナー「木を活かした心
地よい空間作り」④個別相談会
人 空き家所有者（予定者含む）など
①②③各40人④5組（先着）
申 ホームページの専用フォームか電話
で、住まいと暮らしのコンシェルジュ

（ 0120－062－109 HP www.tokyu 
-sumaitokurashi.com/event/）へ
問 住宅課空き家対策担当

（☎5742－6777 Fax5742－6963）

エンジョイスポーツ

ウェルカムセンター原・交流施設の
教室「ノルディックウオーキング＆
健康体操」
日 4月2日～7年3月25日の火曜日
午後1時30分～3時　
※7～9月、4月30日、2月11日を除く。
講 飴本公子（ノルディックウオーキング
マスタートレーナー）
倉田明子（ノルディックウオーキング上
級トレーナー）
￥ 1回300円
持ち物／／飲み物、タオル、ポール（貸し出
しあり）、ヨガマットかレジャーシート
場 参 運動できる服装で、当日直接ウェル
カムセンター原・交流施設（西大井2－5
－21）へ
問 ウェルカムセンター原・交流施設

（☎5742－4660 Fax5742－4661）
大井第三地域センター

（☎3773－2000 Fax3771－3735）
※雨天中止は当日午前11時に決定しま
す。同交流施設へお問い合わせください。

電子申請 ＝	スマートフォンやパソコンから「品川区電子申請サービス」
による申し込みができます。トップページはこちらから



電子申請 ＝スマートフォンやパソコンから「品川区電子申請サービス」による申し込みができます。トップページはこちらから

DL＝申請書などは区ホ−ムペ−ジからダウンロ−ド可　⃝費用の記載がないものは無料　⃝対象は原則として区内在住・在勤・在学の方

72024年3月11日号

ボランティアボランティア
品川区地域貢献ポイント事業

高齢者の積極的な社会参加を図るため、区が指定す
るボランティア活動1回につき、1ポイントを差し上
げています（年間50ポイントが上限）。ためたポイ
ントは区内共通商品券への交換か、福祉施設などに
寄付ができます。事前にボランティアセンターや対
象施設などで申し込みが必要です。

※登録者には、「はつらつカード｣を発行します。
人区内在住で、おおむね60歳以上の方
対象施設／／区が指定する高齢者施設、障害者施設な
ど（さわやかサービス、ほっとサロン、支え愛・ほっ
とステーションでの活動も含まれます）
※詳しくはお問い合わせください。

品 川 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー （☎5718−7172 Fax5718−0015）
高齢者地域支援課介護予防推進係（☎5742−6733 Fax5742−6882）

ボランティア募集

■使用済みの切手・テレホンカード類（未使用も可）を集めています。品川ボランティアセンター（〠140－0014大井1－14－1）へお送りください。■使用済みの切手・テレホンカード類（未使用も可）を集めています。品川ボランティアセンター（〠140－0014大井1－14－1）へお送りください。

●お話し相手
高齢者施設で利用者の話し相手をします。可能であ
れば利用者と体操やレクリエーションを行います。
日月～日曜日9:00～11:30、13:00～16:30　
※頻度・曜日・時間は応相談。
場c

カ ル ナ
arna五反田小規模多機能ホーム（西五反田3）

〇そのほか品川ボランティアセンターではさまざ
まなボランティア活動の紹介をしています。

品川ボランティアセンター
（☎5718−7172 Fax5718−0015 
shinashakyo.jp/volunteer/index.html）

問い合わせ  品川税務署☎3443－4171、荏原税務署☎3783－5371

令和5年分の確定申告と納税の期限
所得税及び復興特別所得税・贈与税：3月15日㈮

※申告書作成会場は、申告期限間際は大変混みあうことから、入場整理券の配付を早
めに終了する場合があります。

●確定申告はスマホやご自宅のパソコンで
スマートフォンやご自宅のパソコンで、国税庁ホームページの「確定
申告書等作成コーナー」から、「所得税」「贈与税＊」「個人事業者の消
費税」の申告書が作成できます。
＊贈与税の申告はパソコンのみ対応。

「確定申告書等作成
コーナー」はこちらから

のたよりのたより税 国税庁ホームページ HP www.nta.go.jp/

こんなときには 届け出に必要なもの

加
入
す
る
と
き

品川区に転入したとき 前住所地で国保加入の方は本人確認が
できるもの

職場の健康保険をやめたとき 職場の健康保険をやめた証明書
子どもが生まれたとき 親の国民健康保険証
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止（停止）決定通知書

脱
退
す
る
と
き

品川区を転出するとき 国民健康保険証
職場の健康保険に加入したとき 国民健康保険証、職場の健康保険証
亡くなったとき

（葬祭費の申請は、国保医療年金
課のみで受け付けます）

国民健康保険証、喪主の金融機関の預金
通帳、印鑑、喪主の氏名が確認できるもの

（会葬御礼のはがきか葬儀社の領収証）
生活保護を受けるようになったとき 国民健康保険証、保護開始決定通知書

そ
の
他

区内で転居、氏名が変わったとき
世帯全員の国民健康保険証・高齢受給
者証（差し替え交付）世帯主が変更、世帯が合併・分離

したとき
国民健康保険証を紛失・破損した
とき 本人確認ができるもの

●手続きにはマイナンバーの記入が必要です
◉保険証の交付をお急ぎの方は、「本人確認ができるもの」をお持ちくださ
い〔①運転免許証・パスポート・マイナンバーカード・障害者手帳・在留カー
ド・顔写真付きの公的証明書のうち１点、または②郵便物・診察券・預金通帳

（キャッシュカード）･年金手帳･公共料金の領収証のうち３点〕。代理人が申請
する場合は委任状が必要です。  
◉外国人の方が加入する場合には、在留資格･在留期間に一定の要件がありま
す。詳しくはお問い合わせください。
◉退職を予定している方は、健康保険任意継続の制度もあります。詳しくは勤
務先の担当者におたずねください。

国民健康保険に加入・脱退するときは、14日以内に世帯主またはご本人
による届け出が必要です。国保医療年金課（本庁舎４階）、品川第一・大崎
第一・大井第一・荏原第一・荏原第四・八潮地域センターで手続きをして
ください。加入手続きが遅れた場合でも、遡って保険料が請求されます。
脱退手続きが遅れた場合は、国民健康保険で負担した医療費を後日お返
しいただく場合があります。なお、届け出には確認書類が必要です。下記
の表をご参照ください。

問い合わせ／／国保医療年金課資格係
（本庁舎4階☎5742－6676 Fax5742－6876）

こんなときには国民健康保険の
届け出をお忘れなく

日時 4月14日㈰ 午後2時～4時
対象・定員 中学生以上の方30人（抽選）

講師 山本彌（繊維造形作家）
持ち物 ほどいてもよいニット

会場・申込方法 3月24日㈰（必着）までに、ホームページの専用フォームか
往復はがきに「わたしたちの種をつくろう（大人向け）」とし、住所、氏名（ふ
りがな）、年齢、電話番号、参加人数をエコルとごし（〠142－0042豊町2
－1－30https://ecoru-togoshi.jp/event/workshop/14046/）へ

わたしたちの種をつくろう
使わなくなった衣服を糸にもどし、自分の大切なものや思いを紙に書い
て、それを包む作品をつくります。

開催日時

3月26日㈫～4月21日㈰ 3月26日㈫～4月21日㈰ 
午前7時～午後9時30分午前7時～午後9時30分
会場 エコルとごしエコルとごし（豊町2－1－30）（豊町2－1－30）

問い合わせ／エコルとごし（☎6451－3411 Fax6451－3412）

森
の
中
で
絶
え
ず
営
ま
れ
る
命
の
循
環
に
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や
菌
類
は
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な
い
存
在
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糸
で
作
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れ
た
小
さ
な

生
き
物
た
ち
と
の
出
会
い
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み
く
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さ
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所在地 西大井3－11－19
居室数 共同生活援助（障害者グループホーム）16室、短期入所2室

※短期入所のうち1室を利用し、共同生活援助の体験利用ができます。
運営事業者 長岡福祉協会

問い合わせ／出石つばさの家（☎6417－1896 Fax6417－1897）
障害者施策推進課障害者施設計画担当（☎5742－7699 Fax3775－2000）

　西大井三丁目旧国有地（最高裁
判所宿舎）跡に障害者グループ
ホームを開設します。
　障害のある方が住み慣れた地
域で、共同して自立した日常生
活ができるよう支援します。

障害者グループホーム障害者グループホーム
「「出出

い ず る い しい ず る い し

石石つばさの家」つばさの家」をを開設開設しますします
4月1日㈪
オープン

観覧自由
無料

出石つばさの家

西大井地域安全
センター

大井うさぎ
幼稚園西

大
井
本
通
り

至武蔵小杉

大井第三
地域センター

至西大井

横
須
賀
線

関連イベント



8 2024年3月11日号 ●次号予告 3月21日号 ⃝プレミアム付品川区内共通商品券　ほか

　高齢者をはじめ多世代の区民のみなさんが、身近な憩いの場、交流
の場として利用できる施設です。
　「介護予防事業」や「子育て支援事業」などのほか、どなたでも参加
できる多世代交流イベントを実施していきます。

定員 100人程度（抽選）
申込方法・問い合わせ 3月18日㈪（必着）までに、区公式LINEか品川区
電子申請サービス、はがき、FAX（1組5人まで）で講演会名、参加者全員の
氏名・年齢、代表者の住所・電話番号をスポーツ推進課スポーツ振興担当

（〠140－8715品川区役所☎5742－9109 Fax5742－6585）へ　
※3月20日㈷頃に抽選結果を通知します。
※詳しくは区ホームページをご覧ください。

所在地／北品川1－29－12
開館日時／月～土曜日：午前9時～午後9時30分
日曜日・祝日：午前9時～午後5時
※年末年始、設備点検日（年2日程度）は休館。
指定管理者／社会福祉法人奉優会

施設見学会

日時／3月29日㈮
午前10時～午後2時

参加方法／当日、直接施設へ
⃝地域交流スペース（フリースペース）の利用
⃝各種事業、イベントへの参加
⃝入浴サービス、マッサージサービス、健康機器の利用
　※区内在住で60歳以上の方が対象。
⃝貸出施設の利用　

部屋 主な使用用途 使用料
スタジオ カラオケ・楽器演奏など 600円～1,500円
コミュニティ室1・2 会議など 400円～2,300円
レクリエーション室1・2 体操・ダンスなど 600円～3,500円

※利用方法や使用料など詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ 3月14日㈭まで：高齢者地域支援課シルバーセンター係（☎︎5742－6946 Fax5742－6882）
3月15日㈮から：北品川ゆうゆうプラザ（☎3472－7260 Fax3472－7261）

区公式LINE
はこちらから

区ホームページ
はこちらから

古紙を配合した再生紙を使用しています
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高齢者多世代交流支援施設高齢者多世代交流支援施設
北品川ゆうゆうプラザ北品川ゆうゆうプラザ

「しながわシティラン」を「しながわシティラン」を
いろいろな目線で見てみよう！いろいろな目線で見てみよう！

マラソンボランティア講演会

4月1日㈪ オープン

改築のため令和4年6月をもって閉館した
北品川シルバーセンターの跡地に
「北品川ゆうゆうプラザ」がオープンします。

日時 6月29日㈯午後4時開演
会場 きゅりあん大ホール（大井町駅前）
料金 7,900円、区民6,900円（全席指定）　※未就学児入場不可。
発売開始日・時間 3月15日㈮
窓口 �午前9時から＝きゅりあん・スクエア荏原・メイプルセンター・Ｏ美術館（発売

翌日以降のＯ美術館は午前10時から、4月1日から窓口一律午前10時から）
電話 �午前10時から＝チケットセンターキュリア　※電話予約は座席選択不可。
インターネット 午前9時から＝https://www.shinagawa-culture.or.jp

問い合わせ チケットセンターC
キ ュ リ ア
URIA（☎5479－4140 Fax5479－4160）

ミュージカルや映画音楽の名曲を、最上級のアーティストがおくるコンサートです。珠玉の歌声をたっぷりとお楽しみください。

　7年3月に開催予定の「しながわ
シティラン2025」は、区民がさま
ざまな形で参加し、区民みんなが
輝く大会をめざしています。
　今回は「ささえる」をテーマに、
マラソンやボランティア活動に興
味がある方に向けた講演会を開催
します。

岩崎宏美 中川晃教島田歌穂 秋川雅史

ビューティフル・メロディーズプレミアムコンサートビューティフル・メロディーズプレミアムコンサート
～ミュージカル＆映画音楽をあなたに～～ミュージカル＆映画音楽をあなたに～

出演者

講師 安田享平
（日本ブラインドマラ
ソン協会常務理事）

施設概要

北品川ゆうゆうプラザでできること

〇4月分の予約を、3月21日㈭午前9時から施設窓口で受け付けます。

日時

3月24日㈰
午前10時～正午

（午前9時30分から受け付け）
会場

区役所講堂
（第三庁舎6階）




